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研究成果の概要（和文）：知的障害者の手作業の効率を高める上で、他者がそばにいることで課題の成績が上が
る社会的促進効果の応用可能性を検討した。一緒に同じ作業をする共行為者がいる場合、知的障害者の手作業の
効率は向上した。しかし、合わせて観察者がいる場合、作業効率は向上しなかった。知的障害者にとって、他者
の存在が作業効率を高める意味をもつが、共同して作業を行い、取り組む課題を方向づけることが重要であるこ
とが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：An individual's performance level can be improved when working in the 
presence of others. This effect is called as social facilitation effect. We examined the social 
facilitation effect on the performance of manual task in persons with intellectual disabilities. The
 results were as follows. 1) The presence of co-actor who conducted the same task next to the 
participants improved the performance level of the persons with intellectual disabilities. 2) The 
presence of audience who observed the work did not have facilitation effects on the performance of 
persons with intellectual disabilities. 3) The presence of co-actor who conducted the different task
 did not improve the performance level of the persons with intellectual disabilities. The results 
suggest that the presence of others who provided the representations of the task execution is 
important in promoting the performance level for the persons with intellectual disabilities.

研究分野： 障害児心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
人の課題遂行の成績は、一般に他者がそばにいることで高まるとされ、これは社会的促進効果と呼ばれる。この
効果には、課題遂行の様子を観察する他者の効果と、同じ課題をそばで遂行する他者の効果の二つがある。しか
し知的障害者において、同じように社会的促進の効果が見られるかは、これまで十分に調べられてこなかった。
本研究の結果は、他者存在の質の違いが、知的障害者の作業効率への社会的促進効果を変化させることを示して
いた。具体的には、作業を監督するような他者ではなく、同じ作業をともに行い、作業遂行のイメージを提供す
る共同行為者の存在が作業効率を高める効果をもっていた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 知的障害者には、運動機能の低さが課題として指摘されることがある。これは課題の平均的パ
フォーマンスの点から指摘されることが多いが、知的障害者には遂行の変動性の大きさにも特
徴がある。課題遂行の平均的水準に対して直接的に焦点を向けると、繰り返しの練習などを通し
て速さや強さの水準を高めることが課題となるが、変動性に目を向けると、まずは能力の範囲内
で安定した遂行ができるようにするということが課題となる。本研究は、「遂行の安定性の向上
による運動機能の最適化」という観点から、知的障害者の運動機能の向上について検討する。こ
の観点は、課題の遂行そのものに対して着目するというより、遂行のコントロールの問題に着目
するアプローチである。ところで、課題遂行のパフォーマンスに対して他者存在がもつ効果が指
摘されている。これは一般に、社会的促進効果と呼ばれる（Balletier, Normand, & Huguet, 
2019）。これには、ただそばにいるだけの他者の効果をさす聴衆の効果と、同じ課題に従事して
いる他者の効果を指す共行為者の効果の二つがある。この社会的促進効果については、知的障害
者においても認められることが報告されている（例えば、Bowman, & Dunn, 1982）ものの、ま
とまった研究がなく、その詳細は明らかではない。しかし、この社会的促進効果は、長時間にわ
たる課題遂行にみられるパフォーマンスの低下を小さくする効果をもつこと、つまり持続的注
意を高める効果があることが報告されており（Claypool, & Szalma, 2018）、知的障害者の運動
機能における遂行のコントロールの問題を改善する可能性がある。そこで本研究では、他者存在
が知的障害者の運動機能の不安定さを改善する効果について検討する。 
 
２．研究の目的 
 知的障害者における社会的促進効果の検討において考慮しておくべきこととして、知的障害
者に見られる外的指向性、実行機能の問題がある。外的指向性とは、課題解決において自らの認
知能力に手がかりを求めるのではなく、外（周囲の他者等）に手がかりを求める傾向をいう。こ
れは、一般的に発達や学習の初期過程にみられる傾向だが、知的障害者では自己効力感の低さと
結びついて、極端にみられる（Ziglar, & Bennett-Gates, 2010）という特徴が指摘されている。
これは、知的障害者の課題遂行時の注意が課題そのものにではなく課題の外に向かいやすいと
いう、課題遂行のコントロールの問題の要因となっている可能性がある。また一般に、行動を方
向づける認知過程を実行機能というが、知的障害者では実行機能に問題をもつ（例えば、Alloway, 
2010）ことが指摘されている。知的障害者の課題遂行の不安定さは、実行機能の問題である可能
性もあり、その影響も考慮に入れておく必要がある。そこで本研究では、外的指向性と実行機能
の影響を考慮しつつ、知的障害者の運動機能の改善に対する他者存在の効果を明らかにするこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 運動機能の測定：本研究では、簡単な手作業（鉛筆にキャップを被せるキャップ付け課題）
によって運動機能を測定する。課題は、別々のトレーに入れられたキャップと鉛筆を取り、鉛筆
にキャップを被せて別のトレーに入れるという作業課題である。2分間にできるだけ多く行うよ
うに教示した。 
(2) 社会的促進効果の検討：課題遂行に対する他者存在の効果には、先に述べたように聴衆の効
果と共行為者の効果がある。鉛筆のキャップ付け課題を、①単独で行う Single 条件、②同じ課
題を共行為者とともに行う Dual（同課題）条件、③観察者のみがいる観察者条件、④共行為者
と観察者がともにいる Dual（同課題）＋観察者条件、⑤共行為者が異なる課題を行う Dual（異
課題）条件で実施し、Single条件の成績との比（D/S比）によって各条件の効果を検討した。 
(3) 他者意識の測定：外的指向性は、他者に対する意識の現れと捉えることができる。そこで、
辻（1993）に基づき、参加者の他者意識を質問紙により測定した。 
(4) 実行機能の測定：Dimension Change Card Sort: DCCS）課題により、参加者の実行機能を
測定した。 
 
４．研究成果 
(1) 共行為者（同課題）の効果：Dual（同課題）条件と Single条件で作業効率を比較した。Dual
条件での作業の出来高は、Single条件の出来高と比較して 15%上昇した（表 1）。 
(2) 聴衆の効果：観察者条件と Single 条件で作業効率を比較したところ、両条件間で作業の出
来高に違いは見られなかった。また、共行為者（同課題）がいる場面に観察者を加えた Dual（同
課題）＋観察者条件と Single 条件を比較したところ、両条件間で作業の出来高に違いは見られ
なかった。（表 1） 
(3) 共行為者（異課題）の効果：Dual（異課題）条件と Single 条件で作業効率を比較したとこ
ろ、両条件間で作業の出来高に違いは見られなかった。（表 2） 
(4) 実行機能と共行為者の効果の関連：DCCS 課題に誤りが見られなかった実行機能高群と、誤
りが見られた実行機能低群で、共行為者（同課題）の効果の程度を比較した。その結果、実行機
能低群において共行為者の効果がより大きい（D/S比が高い）傾向にあることが確認された。 
(5) 他者意識と共行為者の効果の関連：他者意識高群と他者意識低群で共行為者の効果の程度を
比較した。その結果、他者を意識する行動がより明確であると評価された他者意識低群において、
他者意識高群よりも D/S比が高くなる傾向が見られた。 



 
 以上より、知的障害者の運動機能に対して社会的促進が認められること、およびその効果は聴
衆の効果ではなく共行為者の効果であることが明らかとなった。観察者なしの共行為の効果が
見られた一方で、観察者と共行為者がともに存在することの効果は見られなかったことから、観
察者の存在は評価懸念による注意の逸脱を引き起こした可能性がある。また共行為者がいても、
異なる課題を行っている場合は、作業の出来高に影響は見られなかった。また、共行為者の効果
の出方は、実行機能が低いほど顕著であった。実行機能は、課題と関連のない認知や行動をコン
トロールし、課題遂行を安定させる心理機能である。実行機能が低く、単独では課題遂行を安定
させることが難しい者において、共行為者の効果がより顕著に認められたことから、知的障害者
にとって、遂行すべき課題を方向づける表象の維持を支える他者の存在が、課題遂行のコントロ
ール機能を維持する上で重要であり、運動機能の安定性と水準の向上をもたらす可能性がある
ことが示唆された。また共行為者の効果は、第三者からの評価において、他者を意識する行動が
明らかとは言えない者において顕著であった。これは、一見、他者をあまり意識していないと見
られる知的障害者においても、周囲の他者が行動に与える影響は大きいことを示唆している。こ
のことは、知的障害児教育において集団をうまく組織・活用することの必要性を示唆するもので
もある。 
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Single条件 Dual条件 D/S比
観察者なし 22.35±10.07 24.59±9.84 1.15
観察者あり 22.42± 9.53 22.18±9.51 1.00

Single条件 Dual条件 D/S比
同課題 22.35±10.07 24.59±9.84 1.15
異課題 20.59± 7.87 20.59±8.26 1.00

表1 キャップ付け課題に対する共行為者および観察者の効果

表2 キャップ付け課題に対する共行為者および観察者の効果
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